
　毎秋恒例の「ウォーキングラリー」が10月末日で終了しました。日

頃の運動不足の解消と健康づくりを目的に当行健康保険組合が

1995年からはじめたもので、1日1万歩、2カ月の運動期間中に計

60万歩を目指します。各支店や部署ごとに参加希望者を募り、配布

された万歩計で日足管理。目標達成すれば参加者自身の健康増進に

とどまらず、健康グッズも頂けるとあってか毎年200名を超える役職

員が参加しています。

　さて、昨今、少子高齢化で労働力人口が減少に向かうなか、社員が

長く健康で働き続ける環境づくり、いわゆる「健康経営」に高い関心

が寄せられています。IT（情報技術）活用による社員の健康診断結果

と勤怠情報などの一元管理や、社員が健康情報をインターネットで

学習するとポイントを与えて給与にも反映するなど、企業の取り組

みもさまざまです。

　その背景には、社員の長期疾病の予防や企業の医療費負担の軽

減等もありますが、むしろ今日的な生活習慣病の増加やメンタルヘ

ルス問題など、人に関わる事象が企業の大小規模を問わず、経営課

題として深刻さを増しているからです。

　企業の経営資源とされる「ヒト、モノ、カネ」の中でも企業を支える屋

台骨は、やはり「ヒト（人“財”）」です。すべての企業活動は社員の心身の

健康のうえに成り立つという原点に立ち返り、積極的に「健康経営」に取

り組むことで、社員のモチベーションアップや生産性向上、組織の活性

化など、長期的な企業価値の向上に結びつけていきたいと考えます。
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　天正13(1585)年、豊臣秀吉は信長の居城であった安土城を

廃して、近江における新たな拠点となる八幡山城の築城に着手

します。そしてその城主に養子秀次を配します。さらに秀次付の

宿老として山内一豊を長浜城に、堀尾吉晴を佐和山城に、中村

一氏を水口(岡山)城に配しました。そして田中吉政が留守居役

的な立場で八幡山城に詰めていました。

　城は標高283mの八幡山の山頂部を本丸とし、三方に伸びる

尾根筋に北の丸、西の丸、二の丸をそれぞれ配置する構造で、こ

れらの曲輪はすべて石垣によって築かれました。本丸には現在

村雲御所瑞龍寺が建立されており、城跡の痕跡を残していません

が、その門は元来の本丸虎口に建てられており、見事に枡形虎口

が残されています。また瑞龍寺建立に際して発掘調査が実施され

ましたが、本丸からは巨大な礎石建物跡が検出されており、山頂

には壮大な御殿が造営されていたことが明らかとなっています。

　一方、二の丸の尾根と西の丸の尾根に挟まれた南山麓には

居館が構えられていました。通称秀次居館と呼ばれるこの屋敷

は谷をせき止める巨大な石垣によって構えられ、屋敷の外側に

は階段状に家臣たちの屋敷も配置されています。秀次居館から

は発掘調査の結果、御殿の礎石が検出されたとともに大量の

金箔瓦が出土しており、八幡山の山麓には金箔瓦の葺かれた

絢爛豪華な御殿が造営されていたことも判明しました。

　ところでこの山麓居館の発掘調査では大変興味深い事実が

明らかとなりました。それは御殿を取り壊した後に粉々に砕い

た瓦を一面に敷き並べ、さらにそれを粘土によって埋めていた

のです。自然に埋没したのではなく、意識的に封印されたようで

す。豊臣秀次は文禄４(1595)年に、謀反の罪で秀吉から切腹を

命じられます。当時すでに八幡山城は京極高次が城主だったの

ですが、秀吉は高次を大津城に移し、八幡山城の破却をおこな

います。関白となった秀次は京都の聚楽第を居城としていまし

たが、この聚楽第も秀吉によって徹底的に破却され、その痕跡

は地上には一切認められないほどです。

　八幡山城では石垣も残っており、破却は天守などの建物の解

体だけだと思われていたのですが、発掘調査で居館は徹底的

に破壊され、その痕跡まで封印されていたことが明らかとなっ

たのです。

　現在、近江八幡は滋賀県内でも有数の観光地となっていま

すが、その目玉のひとつが八幡堀です。この八幡堀とは八幡山

の山麓に人工的に巡らされた水堀ですが、城下の武家地と町

屋を区画するためのもので、堀の内側が武家地、外側が町屋と

なっていました。さらにこの堀は琵琶湖に直結しており、単なる

城下を区画するだけではなく、物資を直接舟運によって城下に

運び込む役割も担っていました。

　近代になるとこうした城下の外堀にはゴミが投棄され、臭く

汚いと日本全国で埋められてしまいます。八幡堀も昭和40年代

に埋められる直前でした。しかし地域の人たちの努力で八幡堀

として甦り、代表的な観光施設となっています。
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「未来（あす）りーと」の拠出金133万円を
「レイクス・スポーツファンド」に贈呈

　当行は、10月４日、「『しがぎん』スポーツ応援定期 未来(あす)
りーと」からの拠出金133万円を、「レイクス・スポーツファンド」※に
贈呈しました。
　本商品は、お客さまにお預け入れいただいた定期預金の7月末時
点残高の0.005％相当額を、公益財団法人滋賀レイクスターズが
運営する「レイクス・スポーツファンド」へ寄付するものです。2020
年の東京オリンピック・パラリンピック、24年の滋賀県での国体開
催を控え、滋賀県内のスポーツ振興を応援するとともに、地域ス
ポーツ振興による地域活性化の後押しを行いたいとの思いから商
品を開発し、14年12月に取り扱いを開始しました。これまでの累計
拠出金額は216万5千円となります。
　この日の贈呈式では、滋賀レイクスターズに所属する陸上・棒高
跳びの我孫子智美選手、ウインドサーフィンの伊勢田愛選手、パラ
トライアスロンの宇田秀生選手、事務局長の釜淵俊彦氏が出席。

今井専務から我孫子選手へ目録が手渡されました。
　当行は、今後もお客さまとともに、滋賀県ゆかりの未来のアス
リートを応援してまいります。

贈呈式後の記念撮影で、左から宇田秀生選手、我孫子智美選手、今井専務、伊勢田愛選手、
北川営業統轄部長

※「レイクス・スポーツファンド」／「滋賀のスポーツを応援！」を合言葉に、トップアスリート支援や地域スポーツのさらなる活性化を目
指し、公益財団法人滋賀レイクスターズが運営するファンド。スポーツ助成金の運営、スポーツ情報誌「レイクスマガジン」発行、ス
ポーツ（選手）による地域貢献・社会活動、スクールの運営、体育施設の管理・運営等の活動を行っている。22 かけはし 2016.11 21かけはし2016.11




